
 

 

 

 

 

2024 年7 月8 日 

報 道 各 位                  

住友林業株式会社 

東京建物株式会社 

 

米コロラド州デンバー近郊で賃貸用集合住宅を共同開発 
～純木造で脱炭素推進～ 

 

住友林業株式会社（社長：光吉 敏郎 本社：東京都千代田区）、東京建物株式会社（社長：野村 均 本社：東京都中

央区）は米コロラド州デンバー近郊で総戸数 297 戸の 3 階建て純木造賃貸用集合住宅を開発します。両社の協業はワシ

ントン D.C.での 555 Herndon Parkway の開発に続き 2 件目です※1。米大手デベロッパーFairfield Residential Holdings LLC

（代表：Richard Boynton 本社：カリフォルニア州サンディエゴ 以下Fairfield社）と共同開発し、木造建築の普及により脱炭

素に貢献します。2024 年8 月頃の着工、2025 年12 月頃の賃貸開始を目指します。総事業費は約184 億円です※2。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■物件の特徴 

  本物件は、プールやフィットネスエリア、コワーキングスペースなどの充実した共用施設のほか、緑あふれるランドスケ

ープでデンバー中心部の喧騒から離れた落ち着いた居住空間を提供します。 

工法は木造枠組壁工法を採用し、2×4 材の規格品を用いることで RC 造と比較してコストを抑制します。一般的に木造

建築は鉄骨（S）造や鉄筋コンクリート（RC）造に比べ「建てるときの CO2（エンボディドカーボン）」の排出量を削減することが

可能です。木は吸収した CO2 を炭素として内部に貯蔵するため、構造部材や内装など多くの木材を使う本物件も炭素を

長期間固定し続けることで、脱炭素社会の実現に貢献します。※3 

 

■エリアの特徴 

開発地はデンバー市中心部から北に約30㎞、ボルダー市中心部から東に約20㎞のブルームフィールド市。安定した

雇用環境で人口増加が進むデンバー市に近く、全米でも住宅価格が高いボルダー市と比較し住宅価格が手頃なため、住

宅需要が見込めます。本物件はコロラド大学や有名企業のオフィスが集積する拠点からも近く、教育や雇用面での理想的

なエリアです。またテクノロジー、医療、金融関連企業が集積したブルームフィールド市中心部まで車で 15 分、デンバー

中心部まで 30 分、デンバー国際空港まで 20 分と比較的近く、幹線道路にも近接しており高い交通利便性も特徴です。 

 



 

 

 

 

 

■スキーム・参画の背景 

住友林業の 100％子会社 SFA MF Holdings、東京建物の 100％子会社 Tokyo Tatemono US Ltd.が組成した JV と

Fairfield 社が共同出資する特別目的会社（SPC）が開発主体となります。住友林業の 100％子会社 SFC アセットマネジメ

ント株式会社（代表取締役：吉澤 雄次郎 本社：東京都千代田区）が Fairfield 社を含む本プロジェクトの参画企業との取り

まとめや調整を行います。なお、Fairfield 社との賃貸用集合住宅開発は、住友林業は本物件が 3 件目、東京建物は 2 件

目の取り組みとなります。 

 

住友林業グループの集合住宅の着工戸数は全米で 9 位相当まで成長し※4、米国の戸建分譲住宅に次ぐ収益源として

拡大を続けており、2027 年までに年間1 万戸以上の賃貸集合住宅の供給体制を構築することを目指しています。 

全米有数の集合住宅デベロッパーである Fairfield 社を現地の優良パートナー企業と位置付け、さらなる協業により住宅

事業全体の戸数強化を図ります。東京建物とは本物件の共同開発により、不動産開発分野での関係を強化していきます。 

 東京建物グループは、海外事業の成長を中期経営計画における重点戦略の１つとして挙げています。2023 年に再進

出した米国において継続的に事業を行っていくことを計画しており、本案件への参画を決定しました。 

 

■今後の方針 

住友林業グループは森林経営から木材建材の製造・流通、戸建住宅・中大規模木造建築の請負や不動産開発、木質

バイオマス発電まで「木」を軸とした事業をグローバルに展開しています。2030 年までの長期ビジョン「Mission TREEING 

2030」では住友林業のバリューチェーン「ウッドサイクル」を回すことで、森林の CO2 吸収量を増やし、木造建築の普及で

炭素を長期にわたり固定し、社会全体の脱炭素への貢献を目指しています。長期ビジョンで事業方針の 1 つに掲げた「グ

ローバル展開の進化」を推進し、米国でも脱炭素化への取り組みを加速します。 

 

東京建物グループはグループ長期ビジョン・中期経営計画において、「社会課題の解決」と「企業としての成長」をより高

い次元で両立するため、ESG 経営の高度化を推進することに加え、海外事業の成長を重点戦略の 1 つとして掲げていま

す。現在、中国、タイ、インドネシア、米国等において分譲マンション・賃貸マンション・オフィス・物流施設等の開発事業を

推進しています。引き続き海外事業については、現地有力パートナーとの協業を軸として、短期回転型を中心に中国、

ASEAN 諸国及び米国等において事業機会の獲得に努めてまいります。 

 

※1. （2023 年11 月27 日リリース）555 Herndon Parkway：https://pdf.irpocket.com/C8804/gX9u/LOdR/FRSe.pdf 

※2. 1 ドル 160.23 円で換算（2024 年 7 月 1 日時点） 

※3. 林野庁調査をもとに住友林業の筑波研究所で試算（以下のグラフと表を参照）。林野庁「平成 27 年度 木材利用推進・省エネ省 CO2 実

証業務 報告書」の資材数量をもとに 3 階建て事務所（1,500 ㎡）の躯体、外部、内部（設備除く）を対象として、新築時から解体時までのライフ

サイクル全体を対象として算定しました。 

＜参考データ＞ 

3 階建ての事務所（1,500 ㎡）を対象に算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4.住友林業グループの米 3 社の年間着工戸数を合計すると、全米集合住宅事業者ランキング NMHC2024 の 9 位に相当し

ます。 

 



 

 

 

 

■物件概要 

物件名 

所在地 

賃貸床面積（予定） 

住戸数（予定） 

構造・工法 

着工（予定） 

賃貸開始（予定） 

竣工（予定） 

：Vista Highlands 

：1150 W 169th Ave, Broomfield, CO 80023 

：23,871.72m²（256,953 平方フィート） 

：297 戸 

：木造枠組壁工法 

：2024 年8 月 

：2025 年12 月（工事完了部分から順次賃貸開始） 

：2026 年9 月 

 

■Fairfield 社概要 

本 社 

代表者 

従業員 

事業概要 

：カリフォルニア州サンディエゴ 

：Richard Boynton (Chairman, CEO) 

：1,420 名（2023 年11 月時点） 

：1985 年に創業した米国の集合住宅不動産会社。全米 11 か所に拠点を持ち、土地の仕入れから建

設、賃貸管理、売却まで一気通貫で不動産開発事業を展開。創業以来 32 州で不動産開発の実績

があり、既存物件のリノベーション・再販及び新規開発を約29 万戸手掛けています。 

 

■SFC アセットマネジメント概要 

本 社 

代表者 

設 立 

事業概要 

：東京都千代田区大手町 

：吉澤雄次郎（代表取締役） 

：2020年11月 

：住友林業グループ等が組成する投資ファンドに関する私募取扱・投資助言業務等 

※SFC アセットマネジメント株式会社コーポレートサイト：https://sfcam.jp/ 

 

 

 


